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［論文要旨］

Three Issues Concerning the Ryukyu Islands 
during the 7th to 12th Centuries 

はじめに

❶7～12世紀の琉球列島をめぐる研究状況

❷「ヤコウガイ大量出土遺跡」の問題点

❸沖縄・奄美諸島の階層社会化論の検証

❹グスク文化の形成と喜界島城久遺跡群

むすび

　20 世紀後半の考古学は，7・8 世紀頃の琉球列島社会を，東アジアの国家形成からとり残された，

採取経済段階の停滞的な原始社会としてとらえてきた。文献研究からは，1980 年代後半から，南島

社会を発達した階層社会とみる議論が提起されてきたが，考古学では，階層社会の形成を模索しな

がらも考古学的確証が得られない状況がつづいてきた。このような状況が，1990 年代末～2000 年代

初期における，「ヤコウガイ大量出土遺跡」の「発見」，初期琉球王陵・浦添ようどれの発掘調査，

喜界島城久遺跡群の発掘調査などを契機に大きく変化してきた。7・8世紀の琉球社会像の見直しや，

グスク時代の開始と琉球王国の形成をめぐる議論が沸騰している。本稿では，7～12 世紀の琉球列

島社会像の見直しをめぐる議論のなかから，①「ヤコウガイ大量出土遺跡」概念，②奄美諸島階層

社会論，③城久遺跡群とグスク文化・グスク時代人形成の問題をとりあげて検討する。そして，流

動的な状況にあるこの時期をめぐる研究の可能性を広げるために，ひとつの仮説を提示する。城久

遺跡群を中心とした喜界島で 9～12 世紀にかけて，グスク時代的な農耕技術やグスク時代人の祖型

も含めた「グスク文化の原型」が形成され，そして，グスク時代的農耕の展開による人口増大で島

の人口圧が高まり，11～12 世紀に琉球列島への移住がはじまることでグスク時代が幕開けしたので

はないかという仮説である。
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7～12世紀の琉球列島を 
めぐる３つの問題


